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各 位 
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医療法人陽光会との「＜山口銀行＞サステナビリティ・リンク・ローン」契約の締結について 

 

山口銀行（頭取 曽我 德將）は、医療法人陽光会（山口県光市 院長 杉山 一彦）と「＜山口銀行＞サステ

ナビリティ・リンク・ローン（※１）」契約を締結しましたので、下記のとおりお知らせします。 

「＜山口銀行＞サステナビリティ・リンク・ローン」とは、サステナビリティ・リンク・ローン原則やガイ

ドラインとの整合性について外部機関の評価を得た商品となっており、お客さまのサステナビリティ経営へ

の取り組みを支援する融資商品です。 

当行は、地域金融機関としてＳＤＧｓ/ＥＳＧへの取り組みを強化し、様々な事業活動を通じて、多様な課

題の解決に取り組み、地域の価値向上を実践していくことにより、持続可能な社会の実現に貢献してまいりま

す。 

記  

１． 企業概要 

企 業 名 医療法人陽光会 

所 在 地 山口県光市島田２丁目２２－１６ 

代 表 者 院長 杉山 一彦 

業 種 病院 

当社概要およびサス

テナビリティ経営の

取り組み内容 

当医療機関は、山口県光市で総合病院「光中央病院」を運営する医療法人です。

基本理念として『すべての人の気持ちに寄り添い、愛の医療を届けたい』を掲げ

ています。基本方針である「早期発見に努め、自ら健康を取り戻すための医療」、

「生涯、自立した人生を送っていただく医療」に基づきながら、スタッフ一丸と

なって日々の業務に励んでいます。光中央病院では２０１９年１１月より地域包

括ケア病床の運用に取り組んでいます。地域連携窓口として当院と他院・他施設

をつなぐ部署を設け、患者様がスムーズに受診・入院できるように、医療機関、

介護施設をはじめ、行政や福祉に関わる多くの機関をつなぐ役割を担っていま

す。 

 

２． ローン概要 

契 約 日 ２０２３年３月３１日 

融 資 金 額 ２億円 

期 間 ７年 



３．ＳＰＴｓ 

設定指標① 院内医療従事者による住民向け地域講演会の実施数 

Ｓ Ｐ Ｔ ① 

（ ※ ２ ） 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 

１回 ２回 ６回 ６回 １２回 １２回 

設定指標② ポストアキュート（※３）・サブアキュート（※４）の割合 

Ｓ Ｐ Ｔ ② 

（ ※ ２ ） 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 

３７．６％ ３９．１％ ４０．６％ ４２．１％ ４３．６％ ４５．１％ 

設 定 理 由 ＳＰＴ①は、患者様ファーストを心がけ住民の皆様に選ばれ信頼される病院を目指すた

め、院内医療従事者によるヘルスケアや医療等の幅広い情報を提供していきます。 

ＳＰＴ②は、地域包括ケアシステムの実践のため他事業者との連携強化が必要であり、地

域の他医療機関等と連携し包括的な支援を行います。地域包括ケアシステムとは要介護状

態となっても、住み慣れた地域で自分らしい生活を最後まで続けられるように、地域の実

情に合った医療・介護・予防・住まい・生活支援を一体的に提供する体制です。光中央病

院も地域において地域包括ケアシステムのリーダーシップをとれる医療機関になること

を事業テーマとしています。 

 

４．山口フィナンシャルグループのマテリアリティ 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサステナビリテ

ィ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテリアリティ」を特定し

ております。本件は、１２のマテリアリティの中で「②地域におけるイノベーション創出、地域産業の成長サ

ポート」「③地域コミュニティとの連携強化」の実現に資する取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ＜山口銀行＞サステナビリティ・リンク・ローン：本商品については、「サステナビリティ・リンク・

ローン原則」及び「グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン２０２２年

版」への整合性に対するセカンドオピニオンを株式会社格付投資情報センターより取得しています。 

※２ ＳＰＴｓ：Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ Ｔａｒｇｅｔｓ  

企業の戦略において環境改善や社会課題解決に資するサステナビリティに関連する目標。 

※３ ポストアキュート：急性期後に引続き入院を要する状態であり、主に医療機関からの転院。 

※４ サブアキュート：在宅や介護施設などでの療養者の症状が急性増悪した状態であり、主に施設からの

入院。 

以 上 

 

 【本件に関するお問合せ先】 

事業性評価部 ソリューション推進グループ 

担当：中原・遠藤 ＴＥＬ：０８３－２２３－３４４８ 

 


